
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

1

年 

1

組 

1 人 1 人の個性を大切にするために、「良いとこ発見

帳」を作り、クラスで回します。 

2

組 

みんなで月に 2 回目標を立ててレクを行いま
す。 

3

組 

毎日クラスのみんなにあいさつをします。 

4

組 

人によって態度を変えません。 

２

年 

1

組 

１，エンジェルさんゲームを 2 か月に 1 回やり，1 人

1 人と関わってお互いを知ります。 

２，休み時間に積極的に話に行き、なるべく異性と話

し会話を弾ませ仲を深めます。 

２

組 

１，仲間関係を耕すためにクラスノートを回します。 

２，良いところを見つけ、誕生日カードに書いて届け

ます。 

３

組 

あいさつで朝から広げる思いやり 

３

年 

1

組 

1 日に 10 人以上とコミュニケーションを取り、帰り

の会で確認したり、今日の MVP を班で決めたりしま

す。 

２

組 

褒め合いと出来事の掲示板を設置し、全員がよいとこ

ろを認め合うなどし、いじめゼロの学級を作ります。 

３

組 

1 つ 1 つの言動に責任を持ち、36 人の笑顔を絶やさな

いことを誓います。 

４

組 

日ごろから感情の変化に気づけるくらいの人間関係

を築きます。 

先日の生徒総会へのご協力、ありがとうござ

いました。「Keep on Going. ～仲間を信じ進

め～」そして４つの柱①いじめゼロ ②あいさ

つ ③清掃 ④委員会活動 が目標として議

決されました。総会で決まったことは 1 人 1 人

が賛成の票を上げたということでもあります。

決まったことに対して自分はどのように行動

すればよいのかを考えてみましょう。そして

Keep on Going.を念頭に置き、1 年間活動して

いきましょう。 

総会の後半では各クラスからいじめゼロをク

ラスで達成させるためにどのようなことをし

ていくか、行動宣言が発表されました。右にそ

の宣言を載せました。 

教頭先生からは、総会が終わってここで宣言

してことを着実に行動していくこと、それを通

して成長をすることを楽しみであること、ま

た、生徒総会という場で「いじめゼロ宣言」を

している姿に胸を打たれたという講評をいた

だきました。   生徒会長 Ｋ 
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←総会前の準備（本部役員）
←いじめゼロの木の設置 
クラス発表の様子（3-1）→ 
↓いじめゼロの木の作成 

（裏面に完成した木の写真） 

７月の生活目標 

・熱中症対策を徹底しよう。 
・感謝を込めて掃除をしよう 
・１学期の授業の復習をしよう。 
 

 

６月の生徒朝会 

３年生の部活引退の時期が近くなってきました。学校総合体育大

会前に、３年生から部活動への思いを伝える企画を生徒朝会（オン

ライン）の中で行いました。 

下の写真は野球部の部長が配信している様子とそれを教室で聞い

ているクラスの様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年生からの校外学習の振り返り、3 年生からの修学旅行の振り返

りを実行委員長から発表してもらいました。発表の内容の一部を裏

面にまとめました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒全員の思いで見事な緑の大樹となった「いじめゼロの木」を」職員室前に掲示しました。 

1 人 1 人の生徒が 1 枚 1 枚の葉に書いた誓いを有言実行していきましょう。 

１年生の校外学習を振り返って 

学年全体としては課題も見つかりましたが、楽し

く、協力して行えました。この校外学習で得たこと

は、大きく 2 つあります。 

１つ目は、出身の小学校など関係なく、仲を深める

ことができたことです。飯盒炊さんでは、簡単な形で

はありましたが、班で協力して火をおこし、おいしい

カレーを食べることができましたし、レクでは協力し

てたくさん大繩を飛ぶことができました。 

2 つ目は、各セクションの仕事をしっかりと行えた

ことです。一人一人が責任を持って行動できたこと

で、この校外学習が成功できたと思います。ここで得

たことを、これからの生活に生かしていけるように心

がけていきます。 （実行委員長 Ｎさん） 

 

３年生の修学旅行を振り返って 

今回の修学旅行で今までと一番違ったのは、それぞ

れの行動が一人一人に任されているということです。

例えば、計画を班で自由に立てることやお金を使う場

所が自由であることなど、いろいろな場面でそれを実

感したと思います。しかし、これは危険と隣り合わせ

であったことを忘れてはいけません。ではなぜ、私た

ちはそれを許されたのでしょうか。それは、先生方か

らの信頼があるからだと私は思います。みなさんはそ

の信頼に応えられたでしょうか。私は応えられていた

と思います。去年と同じ、コロナ禍での活動となった

ため我慢したことが多かったにも関わらず、不満の気

持ちを行動に出さず学年で協力できたため、学年全員

で大人への大きな一歩を踏み出すことができたと考え

ています。今回の修学旅行で得たことを大切にしなが

ら、中学校生活をしめくくり他の環境でも活躍できる

といいです。この修学旅行に協力してくれたすべての

先生にこの場を借りて感謝させていただきます。 

（実行委員長 Ｙ君） 

 


